
 

 

 

 

平成２７年３月１７日 

報道機関 各位 

東北大学国際集積エレクトロニクス研究開発センター 

キーサイト・テクノロジ合同会社 

 

東北大学国際集積エレクトロニクス研究開発センター（CIES）とキーサイト・テクノロジー

の共同研究成果に基づき、次世代メモリーSTT-MRAM測定システムを製品化 

 

東北大学国際集積エレクトロニクス研究開発センター※１（センター長：遠藤哲郎 以下

CIES）とキーサイト・テクノロジー合同会社※２（職務執行者社長：梅島正明 本社：東京

都八王子市高倉町 9 番 1 号 以下キーサイト）は次世代メモリーSTT-MRAM の測定技術を

共同で研究しており、その成果を基にキーサイトは、次世代メモリーSTT-MRAM 測定シス

テムの製品化を行うことを決定いたしました。製品のリリースは 2016年初頭を予定しており、

CIESにおける産学共同研究の成果に基づいた製品化となります。 

 

【共同研究の概要】 

CIES が運営する国際産学連携コンソーシアムでは、国際産学共同研究を実施することに

より、集積エレクトロニクス機器の飛躍的省エネを実現する革新的な基盤技術群を創出する

ことを目標として、7 テーマの研究開発を推進しています。７テーマのうちの１つである遠

藤哲郎教授を代表とする「不揮発性ワーキングメモリを目指した STT-MRAM とその製造技

術の研究開発」においては、飛躍的な省エネルギーシステムを実現する不揮発性ワーキング

メモリの実用化を促進し、低炭素・省エネルギー社会の実現に貢献することを目的とするス

ピントロニクス技術とシリコン CMOS技術の融合による STT-MRAMとその製造を、産学が

連携して開発してきました。 

キーサイトは、この「不揮発性ワーキングメモリを目指した STT-MRAM とその製造技術

の研究開発」における測定技術開発分野に参画し、CIES が提供する STT-MRAM を活用し

て、CIES と共に STT-MRAM の測定技術に関して研究開発を行って参りました。特に、

STT-MRAM の測定技術に不可欠な高速な信号生成技術や高精度の測定技術等、様々な有用

な評価技術を開発してきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【お問合せ】 

（センターの活動に関して） 

東北大学国際集積エレクトロニクス研究開発センター 

センター長 遠藤哲郎（教授） 

TEL：022-796-3400 

（その他の事項について） 

東北大学国際集積エレクトロニクス研究開発センター 

支援室長 門脇豊 

TEL：022-796-3410 FAX：022-796-3432 

E-mail：support-office@cies.tohoku.ac.jp 



 

○キーサイト 山本正樹 半導体パラメトリックテスト事業部長コメント 

「CIES との共同研究により、キーサイトは様々なケースにおける測定技術を確立すること

ができました。それにより、STT-MRAM 測定システムを開発することができ、非常に大き

な成果だと考えております。」 

 

○CIES 遠藤哲郎 センター長コメント 

「キーサイトとの共同研究に基づき、早期に有益な成果を出すことができたことは、CIES

が運営する国際産学連携コンソーシアムの本旨に資する活動成果であり、CIES は、国際産

学連携活動を通じて東日本大震災からの復興という意味を含めて社会貢献を果たすことがで

きる実証例として大変喜ばしく思っています。」 

 

※１東北大学国際集積エレクトロニクス研究開発センター 

 東北大学国際集積エレクトロニクス研究開発センター（Center for Integrated Electronic 

Systems：CIES）は東北大学が有する多岐にわたる研究シーズと豊富な産学連携実績を求心

力とし、先端ニーズを踏まえた革新的な省エネ集積エレクトロニクス技術を開発することを

目的として 2012 年 10 月に新青葉山サイエンスパークに設置されました。2013 年 4 月に竣

工した研究棟には、我が国の大学において初めてとなる、産業界と互換性のある 300ｍｍ対

応のプロセスラインや評価分析設備が整備されています。 

 

ホームページＵＲＬ：http://www.cies.tohoku.ac.jp/index.html 

 

※２キーサイト・テクノロジーについて 

 キーサイト・テクノロジー（NYSE:KEYS）は、電子計測技術・電子計測市場をリードし

ているグローバル企業です。ワイヤレス、モジュール、ソフトウェアにおけるイノベーショ

ンにより、お客様の計測環境の改善に貢献しています。キーサイトは電子機器の設計、開発、

製造設置、敷設、運用向けの電子計測器、電子計測システム、関連ソフトウェア、設計支援

ソフトウェア、サービスを提供しています。2014年度の売上高は、29億ドルでした。 

 

プレスリリース一覧ＵＲＬ：http://www.keysight.co.jp/go/news  

ホームページＵＲＬ：http://www.keysight.co.jp 
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